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広
報

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めま或
水と線と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします’

一

両 降

，子供たちに 学校週5日諾
函
一
一
一
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学
校
。
家
庭
・
地
域
で
考
え
よ
う

を
臺
菫
篭
壜
こ
毫
言
臺
薑
薑
し
髻
臺
房
言
蕊
蕊
謡

韮
陸
犀
醒
赴
葬
坤
画
雲
恥
詑
鍛
雌
津
調
塞
坐
率
塞
》
》
宰
垂
菫
率
部
》
与
唾
棒
奎
藤
稚
》
雪
》
》
浄
窪
》
す
。
各
団
体
ご
と
の
活
動
の
ほ
か
、

い
裳
言
菫
言
晨
々
蒙
呈
臺
菫
言
鱈
．
言
篁
篁
臺
ｉ
罐
菫
簔
“

に
行
つ
だ
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
抜
忰
）
か
ら
１
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
施
の
交
流
行
事
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ｎ
月
過
日
（
土
）
に
は
、
全
団
体

あ
鬘
薑
菫
萎
言
菫
葬
善
Ⅷ
篝
薑
臺
‐
ゞ
泉
葵
菫
ゞ

ア
ン
ケ
ー
ー
ト
き
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
▼
専
門
部
名
乗
馬
、
蔬
車

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー

れ
識
藷
詮
灘
熟
漉
蜜
謝
窪
篝
震
竈
三
受

の
う
ち
「
学
力
の
低
下
」
は
小
学
に
受
け
入
れ
ら
れ
円
滑
な
導
入
が
計
画
し
て
い
ま
す
。
※
な
お
、
手
賀
沼
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

ふ
篝
迩
蕊
稽
蕊
蕊
蕊
基
霊
篝
鑿
驍
繊
蕊
嬢

壁
蕊
雛
嬬
繼
難
蕊
灘
霊
蕊
篭
彗
蕊

ｗ
％
、
中
学
校
で
妬
％
の
保
謹
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ス
タ
第
２
土
曜
日
に
子
供
た
ち
が
楽
し
▼
問
い
合
わ
せ
中
村
電
（
趣
２

恥
皿
叩
ノ
季
嶬
詐
軸
配
し
て
い
な
い
と
答
え
ｌ
卜
時
に
比
べ
る
と
約
ｍ
％
の
減
め
る
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
３
３
９

と
な
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち
の
活
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
遊
び
に
き
く
子
ど
も
会
〉

ま
た
、
期
待
さ
れ
る
活
動
の
う
動
範
囲
が
学
校
以
外
に
広
が
っ
て
ま
せ
ん
か
。

と
霊
謹
雛
蓋
ゞ
蓬
議
譲
雲
譲
雫
鷺
蓮
謹
繍
轤

も
会
な
ど
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
月
２
回
の
土
曜
休
業
日
の
研
究
校
棋
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
メ
ン
コ
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー

ゆ
議
蕊
蕊
慈
愛
菫
霊
震
窯
零
壜
潅
”
蕊
濾
慈
澤

設
の
利
用
」
は
小
学
校
で
四
％
、
中
へ
と
進
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
予
想
さ
▼
問
い
合
わ
せ
湖
北
地
区
公
民
心
と
し
て
、
学
校
休
業
日
を
有
効

学
校
で
超
％
の
保
護
者
が
増
え
て
れ
ま
す
。
嬉
壷
一
迫
４
４
３
３
こ
舌
肴
す
る
一
一
と
を
汁
酊
。
行
勾

れ
ま
す
。
館
容
（
理
４
４
３
３

だ
檸
確
鰡
鯛
雑
死
毒
灘
娼
〈
市
民
図
書
館
〉

学
校
、
家
庭
地
域
の
み
ん
な
で
図
書
館
に
は
童
話
か
ら
科
学
、

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
本
や
郷
土
黄
料

な
い
問
題
で
す
。
な
ど
が
幅
広
く
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

鋤
鵬
鋤
熊
醐
壺
舗
峨
蝋
纈
噛
眺

〈
烏
の
博
物
館
〉
罐
躯
鐸
峠
融
蛇
率
贈
す
。

こ
の
夏
は
恐
竜
が
ブ
ー
ム
に
な
▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
盆

り
ま
し
た
が
、
鳥
類
は
肉
食
の
恐
魂
）
１
１
１
０

竜
か
ら
進
化
し
た
と
い
わ
れ
て
ぃ
社
会
教
育
団

艤
懸
蝿
蝿
騨
鮮
鯛
体
の
ご
案
内

》
裟
遮
率
轆
細
雫
託
蝿
〈
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
〉

で
年
３
回
の
企
画
展
も
行
っ
て
い
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
９
専
門
部

'一
〈
子
ど
も
会
〉

子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

で
は
、
キ
ャ
ン
プ
、
冬
休
み
劇
場
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
リ
ー
ダ
ー
養
成
を
中

心
と
し
て
、
学
校
休
業
日
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
を
計
画
。
市
内

各
地
域
に
は
多
く
の
子
ど
も
会
が

手
賀
大
橋
柴
け
替
え
へ

ーニア

市
内
に
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
が

３
団
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
が
２
団

あ
り
、
良
き
社
会
人
と
な
る
た
め

に
、
心
身
を
鍛
え
様
々
な
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

ｎ
月
週
日
（
主
に
は
、
東
葛
地

区
ラ
リ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
後
藤
壷
（
理
１
２
３
６
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
田
中
壷
（
理
３
１
０

７

〈
青
少
年
相
談
員
〉

市
に
は
釦
名
の
青
少
年
相
談
員

が
お
り
、
キ
ャ
ン
プ
や
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
親
子
映
画
会
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
２
士

暇
日
に
は
、
湖
北
地
区
公
民
館
で

地
元
の
相
談
員
が
子
供
た
ち
の
楽

し
い
遊
び
場
づ
く
り
に
協
力
し
て

い
ま
す
。

今
年
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

大
会
は
、
月
週
日
王
〉
に
予
定
。

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教
育
課
霊

（
顕
）
１
１
５
１

あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
種
極
的
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
梅
谷
容
函
）
２

６
３
６

〈
赫
川
脚
ス
カ
ウ
ト
〉

国
の
「
マ
イ

県
で
は
、
「
水
と
緑
の
か
け

橋
・
手
鐙
大
橋
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
手
焚
大
橋
の
架

け
替
え
エ
事
を
今
秋
か
ら
計
画

し
て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、

現
在
の
橋
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
や
県
道
船
橋
・
我
孫
子
線

の
混
雑
緩
和
な
ど
を
目
的
に
行

う
も
の
で
、
新
し
い
橋
の
規
模

は
橋
長
が
４
１
５
脚
、
幅
員
が

型
鰄
の
４
車
線
。
ま
た
、
手
焚

沼
の
水
質
浄
化
に
も
つ
な
が
る

口
Ｉ
ド
事
業
』
に
選
定
さ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
へ
市
の
新

橋
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
手
黄
沼
周
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と
で
し

辺
の
景
観
に
合
っ
た
も
の
に
す
る
ょ
う
。

た
め
、
学
識
経
験
者
や
地
元
関
係
な
お
、
こ
の
事
業
は
各
地
域
の

者
な
ど
で
織
成
さ
れ
た
「
手
震
沼
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
と
活
力
あ

修
景
計
画
検
討
委
員
会
」
が
、
歩
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
国

道
や
照
明
高
棚
な
ど
を
検
討
し
の
「
マ
イ
ロ
ー
ド
事
業
」
と
し
て
、

て
い
ま
す
。
県
内
の
県
道
で
は
初
め
て
選
ぱ

外
観
は
、
「
水
鳥
の
は
ば
た
き
」
れ
、
デ
ザ
イ
ン
や
修
景
な
ど
が
グ

を
イ
メ
ｌ
ジ
し
た
、
連
の
ア
ー
チ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な

橋
（
写
真
）
で
橋
脚
は
石
識
み
風
り
ま
し
た
。

に
仕
上
げ
る
な
ど
環
境
に
配
慮
し
▼
問
い
合
わ
せ
企
画
課

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

１
９
６
７
年
「
こ
の
広
い
野

原
い
っ
ぱ
い
」
で
デ
ビ
ュ
ー
以

母

綴幽良子尋ご卜
10月17日（日）開演午後5時30分

市民会館（開場午後5時）

日時

場所

来
、
テ
レ
ビ
や
ス
テ
ー
ジ
な
ど

で
活
耀
中
の
森
山
良
子
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

持
ち
前
の
透
き
と
お
る
よ
う

な
美
し
い
声
と
歌
唱
力
、
気
さ

く
な
人
間
性
と
心
温
ま
る
お
し

ゃ
べ
り
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん

の
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
、
月
刀
日
（
日
）
午
後

５
時
開
場
、
５
時
鋤
分
開
演

▼
場
所
市
民
会
館

▼
入
場
料
Ｓ
席
５
０
０
０
円

Ａ
席
４
５
０
０
円
（
以
上
指
定

席
）
、
Ｂ
席
４
０
０
０
円
（
自
由

席
）▼

入
場
券
発
売
所
平
賀
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ

ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川
春
光
堂
、

あ
び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

レ
ー
コ
ド
あ
つ
ぶ
る
、
ポ

ピ
ー
、
市
民
会
館
内
売
店

ひ
ろ
が
り
、
図
書
館
湖
北

台
分
館
・
布
佐
分
館
、
中

央
公
民
館
、
柏
そ
ご
う
、

柏
高
島
屋
、
取
手
と
う
き

ゆ
、
フ

▼
問
い
合
わ
せ
社
会
教

育
課
霊
（
唖
１
１
５
１’

下総基地 米軍機使用絶対反対の
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戯弱国大学園
生
涯
学
習
の
重
要
性
が
高
ま
る

な
か
、
市
民
大
学
開
放
識
座
も
狸

年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
中
央

学
院
大
学
、
川
村
学
園
女
子
大
学

の
協
力
を
得
て
、
ざ
ま
ざ
ま
な
講

座
を
開
設
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
受
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一

’

育
課
室
（
理
１
１
５
１
へ

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
講
座
日

は
、
必
ず
出
席
す
る
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

▼
内
容
左
表
参
照
（
詳
細
は
受

識
案
内
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
場
所
中
央
学
院
大
学

▼
対
象
一
般
成
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ア

ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
、
「
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
受
講
案
内
書
」
を

請
求
し
、
「
案
内
書
」
に
添
付
の

「
申
込
書
」
に
よ
り
竜
９
月
型
日

（
火
・
必
着
）
ま
で
に
久
寺
家
４

５
１
中
央
学
院
大
学
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
セ
ン
タ
ー
」
壷
（
錦
）
６
５
２
９

へ

<川村学園女子大学開放講座日程＞

’

己
Ｂ
‐
勺
８

、

▼
日
時
９
月
猫
日
（
木
）
か
ら
狸

日
王
）
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
鋤

分
か
ら

▼
場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
つ
つ
じ
荘
」

▼
内
容
右
表
参
照

▼
対
象
市
内
在
住
の
釦
歳
以
上

の
方
お
よ
び
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

ｌ
ｌ
ｌ
Ｄ
０
１
０
Ｉ
ｌ
６
０
口
Ⅱ
０
０
０
１
０
‐
０
０
０
，
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
１
０
０
０
０
０
０
９
，

■
画
８
８
＄
■
目

■
匠
凸
■
■
■
夢
型
ｉ
ｆ
源
Ｉ
Ｅ
Ｕ
ｒ
６
Ｂ
９
１

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

－

AIRA

う
で
Ｕ
勺
ス
ニ
オ
ヅ
ク
カ
ナ
ダ

て
い
る
〃
そ
ば
″
の
原
料
や
ナ
タ

ネ
な
ど
も
カ
ナ
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ

て
い
ま
す
．

今
回
の
「
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ

ク
カ
ナ
ダ
」
は
、
カ
ナ
ダ
人
の

レ
・
ガ
シ
ッ
ク
氏
を
識
師
に
招
き
、

カ
ナ
ダ
の
文
化
や
自
然
な
ど
映
画

を
交
え
な
が
ら
、
楽
し
く
講
演
い

た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
超
日
（
土
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
訓
分

▼
場
所
中
央
学
院
大
学
第
５
号

館
５
１
２
号
教
室

▼
定
員
４
２
５
名

▼
参
加
費
無
料

▼
内
容
講
演
：
。
今
日
の
カ
ナ

ダ
、
識
師
プ
ラ
イ
ア
ン
・
レ
・
ガ

救9

場▼
内
容
手
頚
沼
湖
上
の
遊
覧
船

が
転
覆
し
た
こ
と
を
想
定
。
救
急

離
習
会
お
よ
び
医
師
に
よ
る
無
料

医
療
相
談
等
を
実
施
。

※
消
防
本
部
で
は
、
救
急
識
習
会

の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
警
防

課
壼
（
錘
）
０
１
１
９

シ
ッ
ク
氏
（
我
孫
子
市
語
学
指
導

助
手
）
映
画
．
．
「
Ｏ
ｈ
，
Ｃ
ａ

ｎ
ａ
ｄ
ａ
」
（
カ
ナ
ダ
の
現
代
文

化
と
生
活
）
、
「
Ｐ
ａ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｓ

ｅ
」
（
フ
ア
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
彩
色

の
ア
ニ
メ
映
画
国
際
グ
ラ
ン
プ

リ
受
賞
作
品
）
、
「
Ａ
１
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ

ａ
ｌ
今
ａ
ｎ
ｄ
ｏ
ｆ
ｔ
ｈ
ｅ

Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
Ｏ
ｋ
」
（
ア
ル
バ
ー

タ
の
風
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ

ー
山
脈
の
雄
大
な
大
自
然
に
展
開

す
る
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
〈
ア
イ
ス
フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
・
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
・

カ
ー
リ
ン
グ
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
〉
等
紹
介
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
企
画
課
内
国

際
交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
事
務
局

壷
（
理
１
１
１
１
内
線
２
７
１釧

＝

講座

開識5周年記念特別識座

かしこい消費生活

経済の動向と家庭

消潤者保護と企業の責任

相続のしくみを知る

英字新聞から見た世界（法律問題）

英会話ベーシック1．2

中国の生活文化と自然

楽しい中国語教室

現代社会とスポーツ

ゴルフ・レッスン

はじめて法律を学ぶ

もっとも安全な国の罪と罰

考える力を学挙(哲学への招待）

選
択

|の上

識脅
座外

A

10月21日、11月18日、12月16日の各木曜日もとゆき

B AmSとわたし清 水源之他10013：00～14§30

英会話インターミデイエイト(10月4日から)、成人病予防対策のスイミング教室(10月6日から)、実用番道
A・B(10月4日から)、たまごベストコレクション(10月7日から)、楽しい朗読教室(10月6日から)、日本
近代文学史(10月7日から)、簿記(10月7日から)、下総の地域史（10月5日から)、音楽のすすめ（10月5日
から)、1泊2日の炭焼き教室(10月16日から)、たまごドリームデイ(10月14日から）

AIDSとわたしB
10月21日、11月18日、12月16日の各木曜日

13：00～14：30
100

生と死を考える

講師名

イーデス‘ハンソン他

吉井敏子

ひ四

山田寿
かず
一

たちこうじ

舘幸嗣

宇都宮充夫

平沢修

ﾈｨﾃｨ･ｽｰｶｰ

のり幻包

曽我徳輿

封うでんおう

王田秩

みずお

原瀬瑞夫

|細Ⅲ労
望月敏江

辻本義男

よしのり

斎藤慶典

大木信子他

開設日時

9月29.10月20日･11月17日･12月15日･平成6年
1月19日の各水暇日13：00～14：30

10月7日～12月16日までの毎週木峨日
12：50～14：20

10月5日～12月14日までの毎週火峨日
10：50～12f20

10月5日～12月14日までの毎週火曜日
10：40～12：10

10月4日～12月13日までの毎週月剛日
12：30～14？00

10月8日～12月17日までの毎週金曜日
13：00～14：30

10月4日から毎週月暇日,（3カ月間）
10：40～12：10

10月8日～12月17日までの毎週金剛日
10：00～11：30

10月6日～12月15日までの毎週水曜日
10：40～12？10

10月7日～12月16日までの毎週木I曜日
15：00～16：30

10月5日～12月14日までの毎週火雌日
10W30～12：30

10月4日～12月13日までの毎週月11臘日
10：40～12：10

10月4日～12月13日までの毎週月曜日
13：30～15：00

10月6日～12月15日までの毎週水畷日
13：00～14：30

10月13日、11月10日、12月8日の各水曜日
13：00～14：30

定員

400

30

30

30

30

20

各15

20

20

30

15

30

30

30

100

4

11

川
村
学
園
女
子

大
学
開
放
講
座

中
央
学
院
大
学

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

諏望番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

講 座

遺伝子と生物

イタリア語のすすめ

ストレス時代のメンタル．/、ルス

王朝の文学と女性たち

テクノロジーの時代を生きる

刑事手続きとプライバシー

英語学習と査格取得について

(英検を中心に）

教育メディアの変遷

(紙芝居からコンピュータまで）

意識はどのようにして生まれるか

生涯学習時代の生き方・在り方

中世ヨーロッパの時間感覚

こどもと遊び

英詩へのいざない（鳥たちがうたう）

健康と美を求めて(さわやかリズムダンス）

子どもの音楽文化を考える

講師名

ひ ら 〈

市川比良久教授

武田釜脅助教授

柳原葉子講師

梅村恵子助教授

篠田功教授

中野目善則助教授

武田良一教授

原田耕平誰師

鵜沼秀行誰師

北村浩一郎教授

堀越宏一助教授

塚脇澄子教授

熊谷園子助教授

森田玲子助教授

尾見敦子講師

開設日時

9月18日(土）
13：20～14：40

9月18日(土）
14：50～16：10

9月25日(土）
13：20～14：40

9月25日(土）

14'50～16：10

10月2日(土）
13：20～14：40

10月2日(土）
14：50～16？10

10月9日(土）
13：20～14：40

10月9日(土）
14：50～16：10

10月16日(土）
13：20～14：40

10月16日(土）
14：50～16：10

10月30日(土）
13：20～14：40

10月30日(土）
14850～16：10

11月6日(土）
13：20～14：40

11月6日(土）
14：50～16：10

９
月
鵡
日

へ

十
一

展 覧会

ｌ
率
鍛

、
、

錘
蓋
ど

、
、
な

花
画
句

生
絵
俳Ｉ

演芸会

一

’

民
諦
・
舞
踊
・
歌
綴
曲

手
品
・
浪
曲
・
寸
劇

巳互

老人福祉センター･つつじ荘

9

へ月
余17
一日

囲
碁
・
将
棋
大
会

９
月
猫
日

（
木
）

／

日
程

内

容

Ｉ
場
所

晨
▼
日
時
、
月
即
日
（
水
）
午
後
１
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

時
か
ら
皿
日
（
木
）
午
後
２
時
ま
で
加
で
き
ま
す
。

▼
場
所
国
民
年
金
保
謹
セ
ン
タ
▼
参
加
費
１
人
７
０
０
０
円

－
「
そ
と
ぼ
う
」
（
夷
隅
郡
岬
哩
（
当
日
、
会
場
で
徴
収
。
宿
泊

▼
内
容
年
金
、
教
義
、
健
康
代
及
び
２
日
目
の
昼
食
代
含
迩

ち
ょ
う
じ
ゃ
血
協

趣
味
（
園
芸
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
▼
交
通
Ｊ
Ｒ
外
房
線
長
者
町

Ｚ
等
の
各
諦
座
と
健
康
・
年
金
駅
下
車
（
送
迎
バ
ス
有
り
）

相
談
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

▼
定
員
帥
名
電
話
で
９
月
訓
日
（
木
）
ま
で
に

▼
対
象
国
民
年
金
の
被
保
険
者
、
県
国
民
年
金
課
孟
０
４
３
（
２

受
給
者
の
方
だ
け
で
な
く
、
加
歳
２
３
）
２
３
８
２
へ

唖
陣
繰
勘

一＝ー一

護
訓

本
施
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こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
ご
夫
婦
で
参
加
を
。

▼
日
時
９
月
型
日
（
金
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
（
受
付
は
当
日

午
前
９
時
巧
分
か
ら
）

▼
内
容
＊
妬
量
り
映
写
「
母
と
子

の
き
ず
な
」
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風

呂
の
入
れ
方
（
実
習
）
＊
そ
の
他

▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
ｎ

時
釦
分
（
第
２
回
の
み
午
後
１
時

か
ら
３
時
）
開
始
、
分
前
に
は
受

け
付
け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記

用
具
は
毎
回
。
第
１
．
２
回
は
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必
要
）

第
３
回
は
歯
ブ
ラ
シ

P

イド

皇l
で

9月の日曜．休日当番医
可

し診療時間午前､9時から午後5時
し持参するもの傭礎征と診療費

ぐ
母
親
学
級
日
程

身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
体
操
、

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
な
ど
育
児

に
つ
い
て
細
か
い
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

▼
日
程
９
月
７
日
（
火
）
か
ら
詔

日
（
火
）
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

▼
受
付
時
間
午
前
９
時
巧
分
か

ら
９
時
妬
分
・
・
・
平
成
５
年
５
月
生

ま
れ
の
乳
児
（
通
知
が
い
き
ま
す
）

午
前
９
時
妬
分
か
ら
、
時
帥
分
・
・
・

０
～
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
～
６
か
月
用
、
９

～
ｕ
か
月
用
）
を
利
用
し
て
、
医

療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
時
期
で
す
。

活
週
間
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
大
切
母
子
健
康
手
帳

１
歳
半
の
頃
は
、
基
本
的
な
生
・
美
親
と
子
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
、

|’

甲

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
）

次
の
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
擁
機
関
は
保
健
セ
ン
タ

ー
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
（
新

三
種
混
合
Ⅱ
麻
疹
、
風
し
ん
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
）
の
接
種
に
つ
い
て

は
、
４
月
”
日
か
ら
見
合
わ
せ
て

い
ま
す
．

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑

▼
持
参
通
知
ハ
ガ
キ
、
歯
プ
ラ

ユ
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

問
診

’
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ぐ
一
戸
こ
り
腰
痛
教
室
日
程

▼
黄
用
該
当
児
は
無
料

▼
日
時
９
月
翠
日
（
水
）
午
前
９
（
月
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
、
講
習
会
あ
ふ
れ
る
医
学
情
報
画
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ
。
：
９
月
９
日
（
木
）
・

訓
日
（
木
）

▼
時
間
午
後
１
時
訓
分
か
ら
２

時
訓
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
発
熱
な
ど
心
配
な
時
は
、
主
治

医
に
相
談
の
後
お
い
で
く
だ
き
い
・

に
、
糖
神
衛
生
相
談
を
行
っ
て
い

１
１
１

心
の
悩
み
を
も
っ
た
方
の
た
めI

可
貧
血
教
室
日
程

▼
申
し
込
み
電
話
で
９
月
加
日
指
導
、
食
生
活
指
導
ほ
か
会
場
へ
）

▼
申
し
込
み
電
話
で
９
月
、
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

｜

’
▼
日
時
９
月
型
日
（
火
）
午
後
０

時
娼
分
か
ら
１
時
妬
分
受
付

▼
場
所
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
平
成
２
年
６
月
１
日
か

ら
６
月
鋤
日
生
ま
れ
（
該
当
者
に

園
期
間
９
月
３
日
（
金
）
か
ら
５
の
中
で
：
．
識
師
渡
辺
武
氏
〈
千

み
ん
な
で
一
緒
に
体
を
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
９
月
釦
日
（
木
）
午
後
１

甜
沙
姪
屋
眉
間
紺
鮒
鍜

は
通
知
が
い
き
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
尿

時
釦
分
か
ら
３
時
（
受
付
は
午
後

１
時
か
ら
）

▼
内
容
ど
な
た
に
も
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど

▼
持
参
体
操
の
で
き
る
服
装

▼
申
し
込
み
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

’ 5 5

母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級日

5日

12日

15日

19日

23日

26日

病・医 院 名

我孫子つくし野病院

桜井医院

我孫子聖仁会 病 院

池内皮膚科クリニック

我孫子つくし野病院

平和台病院

天王台整形外科

我孫子東邦病院

アビコ外科整形外科病院

星野医院

電話

84-2211

82-2916

88-3111

84-3525

84-2211

89-1111

82-5071

82-8166

84-7321

88-2248

第1回

第2回

第3回

9月3日

(金）

9月10日

(金）

9月17日

(金）

･妊娠中、産後の生活
･妊婦体操（実習）

・産科医の話（妊娠中
の異徽とお産の経過）

･妊婦体操（実習）

･妊娠中の歯科衛生

(歯みがき実習）
･妊婦中の栄難
･赤ちゃんの凝繊

育
児
相
談

ｺﾆｺｷｬﾗバﾝ
戸

よい歯一

いい顔一

と成人歯科健診

10月1旧(振り替え休日)：アビイホール

ご
家
族
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
場

囮
日
程
、
月
ｎ
日
（
月
）
▼
定
員
各
会
と
も
先
着
親
子

圏
場
所
ア
ビ
イ
ホ
ー
ル
（
イ
ト
３
０
０
名
（
直
接
会
場
へ
）

ｌ
ヨ
ー
カ
堂
３
階
）
◎
成
人
歯
科
健
診
｛
無
料
）

◎
よ
い
歯
、
い
い
顔
ニ
ヨ
ヨ
キ
▼
内
容
歯
科
健
診
、
相
談

ヤ
ラ
バ
ン
（
参
加
無
料
）
▼
時
間
午
前
ｎ
時
か
ら
午
後

▼
内
容
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
ミ
ユ
ー
２
時
釦
分
ま
で

ジ
カ
ル
「
３
び
き
の
こ
ぶ
た
」
、
ア
▼
対
象
・
定
員
如
歳
以
上
の

ニ
メ
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
Ｚ
」
悟
市
内
在
住
者
、
先
蒲
１
０
０
名

空
と
の
歯
み
が
き
コ
ー
ナ
ー
、
親
▼
申
し
込
み
砿
話
で
保
健
セ

子
歯
科
相
談
、
ク
イ
ズ
な
ど
ン
タ
ー
ヘ

▼
時
間
第
１
回
…
午
前
、
時
鋤
圏
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

分
開
場
、
第
２
回
…
午
後
１
時
開
Ｉ

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

夜 間の 急病のときは

言上醸囹(Sﾌ)1141

ム
シ
歯
予
防
教
室

肩
こ
り
腰
痛
教
室

I
三種混合

百日 せ き

ジフテリア

砿傷風1
１
期
は
生
後
吃
か
月
か
ら
妃
か
月
未
満
（
３
～
８
週
間
隔
で

３
回
接
種
）

２
期
は
１
期
終
了
後
幽
～
躯
か
月
未
満
に
１
回
接
種

〔
二
極
混
合
（
破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ
ア
）
を
希
望
す
る
方
は
、

医
師
に
相
峡
し
て
く
だ
さ
い
〕

麻 疹

(はしか）

生
後
廻
か
月
か
ら
”
か
月
未
満
の
幼
児
（
１
回
接
種
）

な
お
、
生
後
鴫
か
月
か
ら
妬
か
月
ま
で
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
（
８
月
を
除
く
年
間
）

戸

h

l

／

該
当
児
ぉ
よ
び
接
種
期
間

|誤
ル
グ
ｎ
割
勤
同
閑
叫

び
判
定
Ｂ
Ｃ
Ｇ

期日

9月7日

(火）

9月14日

(火）

9月21日

(火）

9月28日

(火）

主な 内容

身近な健殴法（話）

体操（深呼吸、体を動かす悲本）

食率誰断

栄饗のバランスをとぢために

のみがき方と歯そうのう

防について

柵予防の休撚

胴こり腰捕予防の体操

(体の状態を見ながら休腺を行い

ます）

す
こ
や
か
料
理
教
室

精
神
衛
生
相
談

第
１
回

第
２
回

9月27日

(月）

9月29,日

（水）
又は

10月1日

（金）
どちらか

1日

･購話r貧血とは」
･健康体操

･グループワーク

r日常生活の見直し」
･試食

｢鉄分の多い料理」
･健康体操

貧
血
教
室

３
歳
児
健
康
診
査

保
健
推
進
員
に
よ
る

健
康
体
操
教
室

お
知
ら
せ

９
月
の
療
養
相
談
は

お
休
み
し
ま
す
。
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一

憲
二
＊
伊
勢
エ
ビ
の
丸
か
じ

し
よ
う
じ

り
（
東
海
林
さ
だ
お
）
＊
美
味

し
い
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
（
吉
村

作
治
）
＊
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

の
本
（
旭
屋
出
版
）
＊
お
い
し

い
パ
ス
タ
（
森
端
子
）
＊
お
い

し
い
水
（
椎
名
桜
子
）
＊
本
当

し
り
す
じ
毛
う

は
教
え
た
く
な
い
味
（
森
須
滋
郎
）

＊
美
味
・
列
島
縦
断
（
渡
辺
文
雄
）

食
欲
の
秋
を
前
に
〃
お
い
し
い
〃

本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
害
名
（
著
作
者
）
＊
綾
子
の
お

い
し
い
ワ
イ
ン
プ
ヅ
ク
（
辻
綾
子
）

鰺
や
し
の
ぞ
Ｃ

＊
イ
ギ
リ
ス
は
お
い
し
い
〈
林
望
）

＊
う
ま
い
酒
が
飲
み
た
い
（
橋
本

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
た
の
し
い

お
賭
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

コ
あ
つ
ま
れ
。

▼
日
程
＊
９
月
２
日
（
木
）
・
逓

臼
（
木
）
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
９
月
９
日
（
木
）
布
佐
分
館
お
は

な
し
の
へ
や

｜

’

態
市
民
図
繕
館

翻
湖
北
台
分
館

韻
布
佐
分
館

鐙
移
動
図
書
館

図
善
案
内

食
Ｉ
を
楽
し
む

_一一一一一司一一-一二一一一三一一一

罎
一

図
書
館

だ
よ
り

壷
（
副
）
１
１
１
０

壷
（
町
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

ﾗ零罰
0

旬買迩

’
『

へ

】】

◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
水
墨
画
１

▼
作
品
・
作
者
す
か
し
百
合
・
・
・

河
村
た
れ
（
湖
北
台
）
山
門
・
・
・

阿
南
次
夫
（
新
木
野
）
夏
山
．
：

仲
川
た
け
（
我
孫
子
）
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
：
・
阿
部
さ
た
（
新
木
野
）

と
し
よ

あ
じ
さ
い
：
・
山
口
士
士
代
（
新
木
）

作
品
の
大
き
さ
は
、
い
ず
れ
も

大
衣
（
８
号
大
）
で
す
。

◎
布
佐
分
館
１
書
道
Ｉ

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

警
道
講
座
に
通
う
型
名
の
方
の
書

道
展
。
一
過
間
ご
と
に
毎
週
６
名

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
訓

分
ま
で

1

そよかせ号償識:)9月の日程(蕊） ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
Ｉ

’

1水

２
．
冊

木 一

金
3
●

17
９
月
型
日
か
ら
釦
日
ま
で
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

市
で
は
運
動
期
間
中
の
９
月
詔

日
（
秋
分
の
日
）
、
子
ど
も
た
ち
を

対
象
に
人
形
劇
や
シ
ョ
ー
な
ど
で

楽
し
み
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
が
覚

え
ら
れ
る
「
ち
び
っ
こ
交
通
安
全

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
障
害
を

感
じ
さ
せ
な
い
す
ば
ら
し
い
作
品

で
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

園
展
示
期
間
９
月
２
日
（
木
）
か

ら
加
月
５
日
（
火
）
ま
で

８
．
胆 灘

蕊
繍
懲
蕊
遮
霧
繍
蕊
慧

義
水

野
洋
石
旧
戸
鐸

浅
三
丸
台
根
東

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

西
山
木
田
戸
野

今
回

し

王
く

天
白
並
台
根
つ

１
１
１
．
１
１
１

9木

鍾副

川
・
餌金’

匂
７
７
９
１
’
９
↓
６
６
６
１
７
９
↑
’
り
０
’
？
１
６
‘
１
０
６
４
９
０
６
Ｊ
！
↑
４
’
０
０
’
り
１
６
１
，
↑
０
６
２
？
↑
０
６
●
０
’
９
９
り
り
０
１
６
７
９
０
も
１
７
９
０
．
９
’
９
６
４
４
４
１
７
↑
１
６
４
４
４
１
７
↑
も
’
７
７
１
７
７
９
１
０
１
９
↓

一
ろ
え
る
。

今
が
私
た
ち
“
青
春
㈱
蒙
湖
篝

表
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い

る
。

一
「
私
た
ち
が
若
い
頃
は
戦
争
ス
の
愛
好
会
「
ラ
・
ロ
ー
ズ
の
会
」
、
「
は
じ
め
の
う
ち
は
、
一
時
間
「
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
だ
け
で

一
の
た
め
に
、
青
春
時
代
と
言
え
会
員
は
加
代
か
ら
和
代
ま
で
の
女
の
練
習
が
き
つ
く
て
で
き
ま
せ
ん
な
く
男
性
も
含
め
、
一
人
で
も
多

一
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
性
約
“
名
で
、
卵
代
の
方
が
多
い
。
で
し
た
。
今
で
は
丈
夫
に
な
っ
て
く
の
方
に
フ
ラ
の
楽
し
さ
を
広
め

一
今
は
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
着
土
峨
臼
の
練
習
の
ほ
か
、
文
化
祭
階
段
を
楽
に
上
れ
る
よ
う
に
な
り
た
と
と
会
長
の
大
内
さ
ん
。

－
て
、
心
ゆ
く
ま
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
あ
や
め
ま
つ
り
へ
の
参
加
福
ま
し
た
」
と
役
回
の
飯
村
さ
ん
。
た
だ
い
ま
、
会
員
募
集
中
。

一
た
ち
の
青
春
で
す
」
生
き
生
き
い
る
。

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
が
私
祉
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
を
行
っ
て
「
健
康
に
も
良
く
て
楽
し
く
て
、
▼
会
長
大
内
美
智
子
盆
（
型

フ
ラ
は
最
商
」
と
全
員
が
口
を
そ
８
４
４
９

ご
■
１
１
ｄ
１
■

一
「
私
た
ち
が
若
い
頃
は
戦
争

一
の
た
め
に
、
青
春
時
代
と
言
え

一
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
今
は
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
論

一
て
、
心
ゆ
く
ま
で
フ
ラ
ダ
ン
ス

一
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
が
私

一
た
ち
の
青
春
で
す
」
生
き
生
き

一
と
話
す
会
員
の
み
な
さ
ん
。

一
ハ
ワ
イ
ア
ン
（
フ
ラ
）
ダ
ン

ー
⑳
双
宝

一一一一一一一一一一→

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は

無
料
。
ち
び
っ
こ
に
は
す
て
き
な

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
配
日
（
祝
）
午
後
２

時
か
ら

▼
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
＊
交
通
安
全
劇
＊
歌

の
お
姉
さ
ん
の
子
ど
も
シ
ョ
ー

＊
人
形
劇
「
ザ
・
モ
モ
タ
ロ
ー
」

（
劇
団
ピ
ッ
カ
リ
座
）

▼
入
場
方
法
市
役
所
市
民
生
活

課
支
所
、
行
政
連
絡
所
で
配
布
す

る
入
場
券
（
先
蒲
１
０
０
０
名
）
を

当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
券
配
布
９
月
お
日
（
木
）

か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
交

通
防
犯
係

八ワイアン(フラ)ダンス

ラ・ローズの会

■ ■ス
の
愛
好
会
「
ラ
・
ロ
ー
ズ
の
会
」
、

会
員
は
加
代
か
ら
ｍ
代
ま
で
の
女

性
約
知
名
で
、
印
代
の
方
が
多
い
。

土
峨
日
の
練
習
の
ほ
か
、
文
化
祭

や
あ
や
め
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
福

祉
施
設
へ
の
慰
問
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。会

員
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
て

か
ら
、
生
活
に
緊
張
感
が
出
て
き

た
と
い
う
。
歌
に
合
わ
せ
て
衣
装

を
手
作
り
し
た
り
、
花
の
髪
飾
り

や
レ
イ
を
選
ん
だ
り
と
、
踊
る
以

外
に
も
楽
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
。

フ
ラ
ダ
ン
ス
は
動
き
が
柔
ら
か

く
、
肩
こ
り
や
高
血
圧
が
治
っ
て

し
ま
う
な
ど
、
健
康
増
進
に
も
効

果
的
。
さ
ら
に
会
で
は
、
振
り
付

け
に
右
脳
を
刺
激
し
体
の
機
能
を

商
め
る
リ
ト
ミ
ッ
ク
と
い
う
考
え

方
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

|楽しく歩こ

加者募集 6

■ 一

手
爽
沼
周
辺
の
自
然
と
史
跡

に
ふ
れ
な
が
ら
、
楽
し
く
歩
き

ま
し
ょ
う
。
（
全
３
回
）

▼
時
間
午
前
９
時
訓
分
か
ら

午
後
３
時
ま
で

▼
講
師
我
孫
子
市
歩
こ
う
会

会
員
、
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
会

員
、
湖
北
座
会
会
員

▼
参
加
蜜
３
０
０
円

▼
持
参
弁
当
水
筒
倣
物

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
崎

遮
話
番
号
を
明
記
し
、
中
里
瓢
の

３
湖
北
地
区
公
民
館
「
楽
し
く
歩

こ
う
」
係
霊
（
理
４
４
３
３
へ

ぐ
楽
し
く
歩
こ
う
日
程
表

11 10

へ月
主23

日

9

日
程

へ月
旦14

月
妬

（
土
）

日 日

沼
南
方
面
（
柏
市
ふ
る
さ
と
公
園

車
ノ
前
五
輪
塔
、
手
賀
大
締
）

新
木
・
湖
北
方
面
（
鎌
倉
道
、
中

里
市
民
の
森
、
手
賀
沼
遊
歩
逝
）

コ
ー
ス

布
佐
方
而
（
浅
間
橘
、
沼
南
ふ
る

さ
と
の
森
、
水
道
橘
）

-（ 脂手作り絵本展。おもちゃ図書館
ノ
お
母
さ
ん
や
子
ど
も

口
た
ち
が
自
分
で
作
っ
た

厩

自
絵
本
の
展
示
と
、
お
も

国
ち
や
図
書
館
を
開
設
し

へ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

〕
だ
さ
い
。

》
▼
日
時
９
月
Ⅳ
日

（
金
）
午
前
、
時
鋤
分
か

》
ら
午
後
２
時
訓
分

十

番
▼
場
所
湖
北
地
区
公

了
民
館

脈
▼
問
い
合
わ
せ
社
会

Ｊ
福
祉
協
議
会
盆
（
理
１

、
５
３
９

南北
口柏
広駅
場

新
木
駅
南
側

駅
前
広
場

布
佐
駅

西
口
広
場

集
合
場
所

や
か
な
会

脱慧澗．い
柔
ら
か

熊鳥
…

一
Ｉ
謬
り
ま
す
’

一
▼
有
料
で
＊
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー

一
〈
大
井
壷
（
理
２
４
９
２
〉
＊
帰

一
除
機
〈
森
本
垂
（
師
）
１
２
６
７
〉

一
Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
１

－
＊
ラ
イ
カ
（
カ
メ
一
ｚ
〈
関
根
迂

一
（
理
）
２
４
３
６
〉

一
▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

一
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
．

一一F一彦■■ﾛ一十一一一一一一 4■､垂ｲ■､q■仏

一
⑦
③
⑤
⑮
⑳
③
⑪
⑤
⑪
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文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

短歌 俳句

山 本 寛 太 選 染谷杲径選

１
食
』

住
む
人
の
い
つ
か
替
り
し
家
な
ら
む
勤
め
の
徳
き
来

に
児
ら
の
声
す
る

村
上
弘

四
国
遍
路
へ
三
た
び
の
旅
立
ち
窪
ふ
か
き
鯉
み
を
い

づ
こ
に
擁
め
む
と
す
る

後
藤
美
智
子

湖
北
錘
け
ば
絵
の
さ
な
が
ら
に
挫
家
の
庭
に
舞
れ
て

乃
え

並
ぶ
泥
つ
き
の
鐸
関
口
静
江・つ

沼
の
辺
に
高
き
ポ
プ
ラ
は
管
理
者
の
君
生
徒
に
て
植

ゑ
に
し
と
い
ふ
三
谷
和
夫

つ
虫

あ
の
夫
が
亡
き
な
ど
今
も
夢
の
ご
と
思
ふ
隆
一
禿
ぴ

の
盆
の
近
づ
く
馬
場
千
鶴
子

じ
よ
く
ん
さ

叙
勲
機
に
内
助
の
蕊
を
た
た
へ
つ
つ
公
城
鐸
く
と
ふ

幼
な
日
の
友
堀
佐
一

一
党
支
配
の
政
治
終
り
て
連
立
の
内
閣
成
り
ぬ
八
月

九
日

小
出
礼
子

わ
が
街
の
眠
り
さ
ま
た
げ
若
者
は
バ
イ
ク
遮
れ
て
暴

走
し
ゆ
く
野
崎
久
子

せ
が
さ
え
必
や
隆
う
い
ど

施
我
鬼
会
や
綾
な
す
法
衣
し
づ
も
り
て
堂
内
深
く
銃

繼
流
る
る

海
老
原
千
代
子

汗
し
た
る
日
も
な
く
蝉
の
声
も
な
く
夏
す
ぎ
ゆ
く
か

秋
の
風
立
つ
渡
辺
万
里

又
や
み
に
戻
る
み
な
も
の
花
火
か
な
山
崎
諄
一

雨
含
み
た
る
李
舞
姉
暗
か
り
き
松
浦
白
梅

繭
緑
の
瀬
音
目
ざ
め
の
奥
秩
父
茂
垣
英
夫

癖
錘
亨
燕
榊
辨
争
夏
木
立
高
沢
千
代
子

葉
桜
の
し
だ
れ
な
だ
れ
の
札
所
寺
荒
木
一
徳

風
鈴
ひ
と
つ
か
ぜ
に
お
く
れ
て
鳴
り
に
け
り

萩
谷
日
出
夫

つ
出

亡
き
夫
の
使
わ
ぬ
ま
富
の
秋
扇
前
田
は
る

今
も
っ
て
多
情
多
感
や
敬
老
日
壁
谷
千
鶴
子

み
ず
こ

あ
え
か
な
る
水
子
地
蔵
に
秋
立
て
り
海
老
原
千
代
子

寄
せ
る
た
び
泌
癖
を
重
ね
土
用
波
田
中
栄
太
郎

移
り
行
く
風
の
意
の
ま
ま
稲
穂
ゆ
れ
篠
田
ま
さ

お
る
／
、
と
冷
さ
の
夏
は
畔
め
ぐ
る
野
口
こ
う

ｌ
ナ
ー
掲
赦
は
市
民
生
活
課
消
磁

生
活
係
で
電
話
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

▼
コ
ー
ナ
ｉ
利
用
の
注
意
取
り

扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
廟
品

な
ど
主
と
し
て
日
用
品
雑
蛍
等
の

耐
久
消
識
財
と
し
ま
す
。
衣
類
、

生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▽
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

｜
Ｉ
‐
１
－

お
は
な
し
会

、 ﾆー豊〆

／ 、
－－斗一

ひ

ろ

ば

－一一~■ー一一一一凡一一一

例

露 民
曜日 日 ステーション名 場



Ｊ
Ｒ
成
田
線
湖
北
駅
南
側
に
広

が
る
湖
北
台
団
地
の
南
西
部
、
湖

北
台
中
学
校
の
西
側
に
位
置
し
て

い
る
の
が
湖
北
台
６
丁
目
自
治
会

（
右
図
参
照
）
。

住
宅
公
団
の
開
発
に
よ
っ
て
住

宅
地
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
自
治

会
の
結
成
は
昭
和
“
年
ご
ろ
。

現
在
の
会
員
数
は
２
１
２
世
帯

（
８
ブ
ロ
ッ
ク
）
・
役
員
は
１
年
交

代
で
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
輪
番
制

で
選
ば
れ
た
役
員
と
幹
事
が
抽
選

二
』
窪
需
識
録
毒
罎
蕊
轌
の
役
割
り
分

び
長
舗
諏
填
餓
孵
懲朔

謝１９３９９１１５ｉ 第860号
一一一一一一一一一一一一一一一一

一

勺
、
。
、
９
１
個
舟
６
Ｊ
旬
ｆ
１
ｕ
Ｉ
ｑ
Ⅱ
■
ｋ
ｇ
ｙ
４
５
ｑ
Ｉ
６
▲
Ｔ
ｄ
１
ｆ
１
ａ
Ｉ
Ｊ
‐
Ｊ
Ｔ
３
８
Ａ
ｄ
Ｘ
側
■
Ａ
Ｖ
も
β
ｇ
Ｋ
６
ｌ
Ｑ
ｊ
⑭
Ｙ
ｇ
１
Ｕ
貝
＃
１
８
Ｋ
円
ｎ
Ｘ
９
ｌ
Ｂ
３
Ｕ
Ｙ
笛

－

話
を
伺
っ
た
。

「
こ
の
自
治
会
は
、
如
歳
か
ら

帥
歳
位
で
東
京
方
面
に
通
勤
す
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
が
多
い
で
す

ね
。
そ
の
た
め
か
、
最
近
は
自
治

会
役
員
に
選
ば
れ
て
も
男
性
が
仕

事
の
都
合
な
ど
で
役
員
会
や
行
事

意
1判襖川ｶｿﾘﾝｽﾀﾝ

’

今
年
の
役
員
は
女
性
が
中
心
。
気
配

蕗■■

の
た
め
に
休
み
が
と
れ
な
い
の
で
、

代
り
に
女
性
が
参
加
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
特
に
今
年
は

女
性
が
中
心
に
な
っ
て
、
和
気
あ

い
あ
い
と
話
し
合
い
な
が
ら
会
の

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
夏
の
盆
踊
り

蓋

▲
盆
踊
り
大
会
で
駄
菓
子
屋
を

出
店
す
る
皆
さ
ん
（
昨
年
）

ぐ
自
治
会
の
街
並

〃

■■車両通行禁止

9月12日（日)A～B12:30～14

9月13日（月)A～B18:30～20

9月14日（火)A～B12:00～13

9月14日（火)A～C1:9:50～21

’／

30

30

30

00

害.一f＝｛三一一一一一五一●戸一弾雫一垂一一季垂一－一一＝一ーし一●一一一■一ヨー一両一一■一画一一一ご 一一国一一一qE弓FqpaF一一

大
会
や
秋
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、

い
も
掘
り
大
会
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
。こ

の
盆
踊
り
大
会
は
、
湖
北
台

１
丁
目
か
ら
６
丁
目
ま
で
の
自
治

会
が
合
同
で
毎
年
行
っ
て
い
る
も

で
す
。
６
丁
目
か
ら
は
こ
こ
数
年

駄
菓
子
屋
を
出
店
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
お
菓
子
を
景

品
に
し
た
Ｊ
リ
ー
グ
く
じ
を
売
っ

て
子
供
た
ち
に
好
評
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
女
性
ら
し
い
気

配
り
で
会
員
同
志
の
和
を
大
切
に

し
て
地
域
の
親
睦
を
深
め
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

▼
会
長
二
宮
善
蔵
湖
北
台
６

の
７
の
７

一
ヶ
ｋ

第
９
回

ヤ
シ
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ヅ
ク
フ
エ
ス
テ

ｊ
一
昨
北
海
道
南
西
沖
地
震
被
災
地
に
見
舞

色‘､Q

で

,。‘●戸学 毎
年
、
恒
例
の
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
真
夏
の
祭
典
「
第
９
回

我
孫
子
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
写
真
上
）

は
、
８
月
巧
日
（
且
、
市
民
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

､へ

あ

ノ

び

当
日
、
ゲ
ス
ト
審
査
員
と
し
て

「
た
い
じ
」
（
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）

や
瀧
澤
貢
（
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
）
な

ど
の
メ
ン
バ
ー
も
駆
け
つ
け
、
会

場
は
加
代
を
中
心
と
し
た
若
い
フ

ア
ン
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

諺
こ

＝

あ

れ

ぐ
り
の
皿
グ
ル
ー
プ
が
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
曲
を
披
露
。

今
回
は
、
審
査
員
賞
を
設
け
、

理
事
長
賞
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
」
、
た
い
じ
賞
「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ
」
、
よ
か
っ
た
で
賞

「
邸
が
受
愛
し
ま
し
た
。

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

北
海
道
南
西
沖
地
謹
被
災
地
へ

の
募
金
を
募
り
、
サ
イ
ン
色
紙

の
売
り
上
げ
金
等
銅
万
７
４
６

２
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

募
金
は
、
８
月
面
日
（
火
）
、
主

催
者
（
我
孫
子
青
年
会
議
所
）

か
ら
大
井
一
雄
市
長
（
写
真
下
）

を
通
じ
て
被
災
地
に
見
舞
金
と

し
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

８
月
８
日
（
且
天
王
台
北
近

隣
セ
ン
タ
ー
で
、
ア
メ
リ
カ
・

ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
か
ら
過
名
、

束
蕗
地
区
か
ら
１
６
０
名
の
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
が
参
加
し
て
交

歓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

交
祇
会
の
席
上
、
大
井
市
長

は
「
国
際
交
流
を
と
お
し
て
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
た
ど

と
あ
い
さ
つ
（
写
真
）
。

ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
側
を
代
表

し
て
は
、
ス
ー
・
ワ
グ
ナ
ー
さ

ん
が
「
こ
と
ば
は
通
じ
な
く
て

も
、
温
か
な
笑
顔
で
歓
迎
し
て

く
れ
た
こ
と
が
な
に
よ
り
も
う

れ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

交
歓
会
で
は
市
長
も
輪
の
中

に
加
わ
り
、
日
本
の
印
象
に
つ

い
て
質
問
す
る
な
ど
、
な
ご
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

（
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
）

れ 金
を イ
バ
ル

交
歓
会T

第
７
回
「
柳
田
國
男
ゆ
か
り

サ
ミ
ッ
ト
」
が
７
月
調
日
・
訓

日
の
両
日
、
柳
田
民
俗
学
誕
生

の
地
、
宮
崎
県
の
椎
葉
村
で
開

催
さ
れ
、
市
か
ら
は
市
長
以
下

第
寄
回
柳
田
圃

』
＆
“
我
孫
子
市

⑬

I
一
一

あ 一
』

地
域
学
習
研
究
会
が
サ
ー
ミ
ッ
ト
蕾

び
哩
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
日
本
民
俗

学
の
父
・
柳
田
國
男
ゆ
か
り
の
９

市
町
村
↑
（
遠
野
市
・
平
良
市
等
）

が
互
い
に
交
流
を
深
め
、
柳
田
民

昔
懐
し
い
手
寅
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

男
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ

↓
」

あ

れ

俗
学
を
町
づ
く
り
に
生
か
し
て
ゆ

く
目
的
で
開
催
。

開
会
行
事
で
は
、
今
回
制
定
さ

れ
た
サ
ミ
ッ
ト
黄
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
当
市
か
ら
は
地
域
学
習
研
究

会
が
受
賞
。
こ
れ
は
、
市
内
小
学

校
の
社
会
科
学
習
に
、
柳
田
國
男
、

気
象
学
者
岡
田
武
松
な
ど
地
域
の

文
化
人
を
教
材
に
取
り
入
れ
た
点

が
評
価
さ
れ
た
も
の
。

首
長
会
議
で
は
、
民
俗
学
を
中

心
と
し
て
き
た
サ
ミ
ッ
ト
の
あ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
意
見

の
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
柳
田
が

半
生
を
過
ご
し
た
東
京
都
世
田
谷

区
で
開
催
の
予
定
で
す
。

こ

舅
を
受
賞

｜
｜

’
れ

卜
闇
繼

ｌ
Ｌ

<昭和13年、手賀沼の水害で水に浸る旧布佐町付近の成田街道
：提供海老原実氏(湖北台)〉

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません

か。（このシリーズは毎月1日号に掲戦しています）

自治会訪問⑩

Ⅱ
Ⅱ
湖
北
台
６
丁
目
自
治
会
Ⅱ
Ⅱ

、

り
で
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
。
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1

ひとみ

仁美ちゃん
(布佐｡10か月）す

一
』

や

liFE
冑言一･二

【

’

が
ち
ゃ
ち

国國･国っのかわだいき

角川大樹〈ん
（中峠｡1歳4か月）

ん ql
県では、10月から11月|こかけて

人の動きに着目した、都市交通の

利用実態調査を行います。

調査方法は、300世帯|こ1世帯

の割合で対象となる家庭を選び、

5歳以上の方に期間中の1日につ

いて、いつ・どこへ．何の目的で

どのような交通機関を利用しだか

などをお聞きします。

対象となるご家庭には、前もっ

てハガキでご連絡し、調査員が調

査票の配布・回収に伺いますので

ご協力をお願いします。

シ問い合わせ県都市部計画課企

画班壷043(223)3166

■
ひ

言
昭
‐
…

’
魅力あるまちづくりを進めるだ

めの標語を考えてみませんか。

シ部門児童・生徒の部（中学生

以下）、一般の部

伝応募方法ハガキ1枚に1作品

と住所､氏名、電話番号、年齢、

性別、職業(学校名･学年)､応募部

門を明記し、10月31日(日､消印有

効）までに〒102東京都千代田区

紀尾井町3の32(財)都市計画協会

内まちづくり月間実行委員会標語

募集係容03(3262)3491へ

⑬⑤⑨園亀
▼社会福祉事業臺金にとつくし野

みずき会様から夏祭りバザーの収

益金1万円、明治生命保険(相)我

孫子営業所様から創業112年記念

バザーの収益金の一部1万1112円

の寄付がありました。

▼故小熊勝夫様のご遺族小熊佐久

様(本町)から市史編さん事業へと

金一封の寄付がありましだ。

’
歩日時・場所9月12日(日)午後

1時から、湖北地区公民館

し受講料800円

し問い合わせ戸田壷(89)1648

布鯆近隣ｾﾝﾀー 管理人

９
．
ｒ

Ｐ
Ｆ
』
圧
堅
Ｒ
５
に
皆
匹
予
ｒ
ｌ
Ｌ
卜
９
＄
心
け
い
ｒ

職

１
１
１
１

・法律相駿＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
‘壷健康相談＝つつじ荘11:00～12:00
‘夛周馬の博物館休館

｜■■■■

子ども英語教室生学校週5日制関連行事
「子どもクッキング」 法務局からのお知らせ

10月1日(金)から法務局の公

図閲覧が有料になります。

似閲覧手数料公図1枚につき

400円(登記印紙で納入）

し問い合わせ干葉地方法務局

不動産登記部門a043(247)9444

我孫子の文化を守る会
史 跡 ・ 文 学 散 歩 バーソン・

動き）調
トリップ（人の
査にご協力を

ボーイスカウト隊員平成5年8月1日現在＊世帯数41,143世帯

人口123,461人男61,951人女61,510人
●市役所本庁85-1111●市民図塞館本館84-1110湖北

●つくし野支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北台支所88-0828移動図書館87-0909

●湖北支所88-2111●都市改造事務所85-1171
●布佐支所89-2358●身体障害者福祉センター88-01“

●教育委員会85-1151●あらき園88-4188
●水道局84-0111●つつじ荘88-0123

●消防暑84-0119●西部福祉センター85-5818

●少年センター84-1900●生活環境課(浄化槽）87-2379

●保健センター87-1131（ゴミ)87-0m5（し尿)88-2547

●市民会館84-3311●近隣センター布佐南89-3740
●公民館申央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363

湖北地区88-4433●市民センター寿83-刀22湖北
●烏の博物館85-2212台88-9927布佐本館89-1193

●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800

潜在看護婦講習会

まちづくり標語作品

市民柔道大会

＜らしの移動教室
我孫子将棋大会

発声･歌唱指導公誌 座生

｢生ごみのボカシあえ」
(肥料化）モニター 日曜当番医｡1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ冠(85)1313巡回教育相談
家庭婦人卓球大会

Ⅲ水

2木

ろ金

斗土

ls⑧

⑰月

7火

S水

9木

10金

Ⅱ 土

e

15月

M 火

1s⑬

〃消賀生活相談＝市民相談室10:00～15:00
〃市民図害館休館

〃酒害相談=寿市民センター13:30~15:30
”健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

”市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

壷休日鱸歯科識日=休日編歯科診緬(市民会館内)9:00～11:30
－結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00

‘蚕消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
〃心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
－市民図書館･腸の博物館・つつじ荘・西部福祉センター体

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
〃健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

”登記相醗＝市民相談室10:00～12:00

画不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

〃健康相麟＝つつじ荘10:00～11:30

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

豆日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日鱸歯科診圃日=休日編歯科診諏価民鑑内)9:00～11:30

言交通事故相談＝市民相談室10:00～15:00
‘霊･心配ごと相談＝保健センター9:00～15:00
雪市民図書館・馬の博物館･つつじ荘･西部福祉センター体I

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画つつじ荘休館虚西部福祉センター休館

画市民函唾館休館

D

地域子育て相談｡ｾﾐﾅー

ボランティアカレッジ
｢高齢者巡回介護教室」

SB体操会員

第3回菫襄溌曼需宣完

鶴干葉鋤み識貫作品
我孫子市民合唱団
第7回定期演奏会

第30回昭和の演歌
歌と踊り夏の大会(記念大会）


